
公益社団法人大月法人会 令和７年度事業報告書 

自 令和７年 ４月 １日 

至 令和８年 ３月３１日 

 

１． 事業概況 

公益社団法人大月法人会は、『健全な納税者の団体』であると同時に『よき経営者をめざすものの

団体』との法人会の基本的指針の下、税務当局、税理士会及び全法連・県連等の関係機関の指導・支

援を得ながら、税のオピニオンリーダーとして、税に関する知識の普及に努め、望ましい税制のあり

方について建設的な提言活動を行うとともに、地域に密着した活動を推進することで、地域経済・社

会の発展に貢献する企業団体を目指し、事業計画書に基づく各種事業を積極的に展開した。 

とりわけ、公益法人の使命である不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与するため、税に関する知

識の普及および納税意識の高揚並びに地域社会に貢献する活動を中心とした公益目的事業の推進注

力はもとより、会員企業の福利厚生制度の充実を図るべく制度商品の推進協力や会員相互の親睦・交

流に資する共益目的事業の推進にも努めた。さらに申告手続きのオンライン化やキャッシュレス納付

推進等の「税務行政のＤＸ化」への周知・広報と併せて、令和７年度税制改正により、「所得税の基

礎控除の見直し等」の円滑な実施に向けた研修会や税制改正事項等の周知・啓発活動等、税務当局、

管内関係民間団体と連携し税務行政の円滑な運営協力に努めた。 

個別の事業に関する活動の状況は以下に記載のとおりである。 

     

２． 各事業の実施状況 

（１）公益を目的とした事業 

① 税知識の普及を目的とした事業 

イ 各種説明会・研修会等の開催状況 

税に関する基礎的知識の習得と、税制改正などに対応するための研修会を開催した。 

開催状況、研修内容、参加人員は下表のとおりである。 

説明会・研修会名 
開催 

回数 

合  計 

参加人員 
 講  師   説明会・研修会等内容 

 新設法人説明会 4回 

11人 

内、会員外 

11人 

税務署担当官

専務理事 

新設法人向け税務手続き研修会 

定額減税、年末調整に関する研修会 

税務ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ向上に関する研修会 

 決算法人説明会 7回 

 112人 

内、会員外 

 50人 

税務署担当官 

専務理事 

 決算期を迎えた法人向け研修会 

所得税の基礎控除、税制改正等に関す

る研修会、税務ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ向上研修会 

租税教室 1回 

67人 

内、会員外 

67人 

女性部会役員 

未来の納税者たる児童に税金につい

ての知識・関心を高めるための税金

教室（上野原市立上野原小学校） 

青年部会研修会 2回 

91人 

内、会員外 

2人 
 

税務署担当官 

法人税関係及び所得税関係に関する

研修会、税制改正等に関する研修会 

女性部会研修会 11回 

188人 

内、会員外 

 6人 

税務署担当官 

専務理事 

所得税の基礎控除等に関する研修会 

税制改正等に関する税務研修会 

税金クイズ 他 

各支部研修会 3回 

142人 

内、会員外 

57人 

 

税務署担当官  

所得税の基礎控除等に関する研修会

税制改正等に関する税務研修会 

他 



説明会・研修会名 
開催 

回数 

合  計 

参加人員 
 講  師   説明会・研修会等内容 

 富士急部会研修会 1回 
82人 

WEB52 
税務署担当官 

 

税制改正事項、交際費寄付金 

源泉所得税（所得税の基礎控除等の

年末調整事務）、一括償却 
 

 

② 納税意識の高揚を目的とした事業 

イ 納税表彰式に合わせた表彰 

税務署主催の納税表彰式にあわせ、納税意識の高揚に貢献した者に対し、各納税協力 

団体（９団体）の長で構成する関係民間団体長会から感謝状を贈呈した。 

【感謝状被贈呈者】大月税務署管内青色申告会連合会１名  大月間税会１名 

大月税務署管内納税貯蓄組合連合会１名 

東京地方税理士会大月支部１名 

公益社団法人大月法人会５名  合計９名 

ロ 税を考える週間に合わせた広報活動 

将来の社会人として、小学生に対して税に関する意識を持ってもらうため、以下の 

とおり書籍の配布を行った 

【配付先等】  配 付 先：上野原市立上野原小学校 ６年生    ６７名 

都留市立禾生第一小学校  ５・６年生  ８９名 

                         西桂町立西桂小学校    ５・６年生  ５９名 

                    配付図書：タックスフントとけんたくん 

おじいさんの赤いつぼ         

ハ 税の弁論大会への協賛 

令和７年１０月２８日、大月税務署管内租税教育推進協議会主催の中学生による税金弁論大会

（参加者数減により発表会形式）に協賛し、各納税協力団体（９団体）の長で構成する関係民間

団体長会から参加賞を贈呈した。 

ニ 税に関する標語の募集（第４１回） 

将来の納税者である高校生を対象に、税に関する意識を醸成するため「税に関する標

語」を募集し、入賞者に対し表彰を行った。 

【実 施 結 果】 対象校：吉田高校、ひばりが丘高校、富士学苑高校 

応募数：７４３点（吉田高校340、ひばりが丘高校64、 

富士学苑高校339）    

入賞作品：３１点 

【入選作品の掲出】 大月税務署、富士吉田市役所、大月法人会館、富士急行線駅・路線バス  

ホ 税に関する絵画の募集（第２７回） 

将来の納税者である小学生を対象に、税に関する意識を醸成するため「税に関する絵画」

を募集し、入賞者に対し表彰を行った。 

【実施結果】  対 象 校：上野原市立上野原小学校 ６年生 

        応募総数：６４点   入賞作品：２９点 

        特 別 賞：大月税務署長賞、上野原市長賞、税理士会大月支部長

賞、大月法人会長賞、女性部会長賞５点 

【入選作品の掲出】 大月税務署ロビー  

へ 税に関する絵はがきの募集（第２７回） 

全国法人会総連合及び県内４単位会共催により、将来の納税者である小学生を対象に、

税に関する意識を醸成するため「税に関する絵はがき」を募集し、入賞者に対し表彰を

行った。 



【実施結果】  実 施 校：上野原市立上野原小学校   ６年生 ６４点 

             都留市立禾生第一小学校 ５・６年生 ８５点 

             西桂町立西桂小学校   ５・６年生 ５６点 

応募総数：２０５点   入賞作品：２９点 

        特 別 賞：山梨県法人会連合会優秀賞、大月税務署長賞、税理士

会大月支部長賞、大月法人会長賞、女性部会長賞５点 

【入選作品の掲出】 大月税務署ロビー   

ト 広報車による「確定申告期間」広報活動 

令和８年２月１６から３月１６日の期間中計８日間、大月税務署管内地域を 

広報車で巡回し、確定申告期間の周知などの街頭広報を実施した。 

チ 地域イベントにおける税金クイズの実施 

忍野村立忍野中学校グランドで開催された第２２回大月法人会少年野球大会において、

税務署担当官により少年野球チームの児童及びその保護者を対象として、税に関する講

話及び税金クイズを実施。 

【実施内容】  実施年月日：令和７年１０月１２日 

参加チーム：南都留少年野球チーム ３チーム １００名（うち保護者等４５名） 

県内四法人会共催のバスケットボールクリニック＆税金教室及びサッカー教室＆税金

教室において、県内ミニバスケットボールチーム及び少年サッカーチームの児童に対す

る税金クイズを実施。 

【実施内容】  実施年月日：令和７年７月６日 令和７年９月２０日 

参加チーム：県内ミニバスケットボールチーム １４チーム １４０名 

県内少年サッカーチーム     １０チーム １４４名 

リ ホームページ並びに広報誌による税情報の発信 

広報誌「かつら川」を計３回発行し、会員及び一般に配布することで、税・ｅ－Ｔａｘ

に関する情報や地域に関する情報等の提供を行った。発行部数、配付先は以下のとおり。 

発行年月 号数 発行部数 主な配付先 

令和7年 5月 190号 2,100部 会員、大月税務署、金融機関、税理士会、自治体等 

令和7年 9月 191号 1,900部 会員、大月税務署、金融機関、税理士会、自治体等 

令和8年 1月 192号 2,000部 会員、大月税務署、金融機関、税理士会、自治体等 

合 計  6,000部 会員＝4,800部 、一般＝1,200部 

また、ホームページを活用して、事前に研修会・講演会等の開催及び行事予定等を案内

すると共に、活動内容や広報誌「かつら川」WEB版を掲載するなど、情報提供を行った。 

ヌ 企業の税務コンプライアンス向上のための取り組み 

  全法連が作成した「自主点検チェックシート」令和５年６月改定版を DVD も活用しなが

ら、決算法人説明会、新設法人説明会、支部研修会等の参加者に配付・説明して企業での活用

を依頼し、企業の税務コンプライアンス向上に取り組んだ。 

 

③ 税制・税務に関する調査研究及び提言に関する事業 

イ 税制改正に関する提言書の関係機関等への提出 

会員に対して税制改正に関するアンケートを実施し、その結果並びに意見・要望をも 

とに、単位会・県連・全法連が連携して策定した「令和８年度税制改正に関する提言書」

を関係機関へ提出し税制改正要望を行い、税制改正に関する提言内容を広報誌「かつら

川」第191号192号に掲載したほか、ホームページに掲載し一般に広く公表した。 

提言書の提出及び要望先機関は下記のとおりである。 

【提言書提出・要望先】 大月税務署管内の１２市町村長及び同議会議長      

 



ロ 法人会全国大会 

  全国の法人経営者が集う法人会全国大会（高知県）へ参加し、多数の法人会と税制 

改正の要望など意見交換を行った。  

開催日：令和7年10月 16日  10名参加 

ハ 全国青年の集い 

  全国の青年経営者が集う全国青年の集い（山梨県）へ参加し、税制、財政及び地域 

社会の健全な発展等法人会の目的を達成するための情報交換、意見交換並びに議論を 

行った。また令和7年度は地元山梨開催として大会の準備運営にも携わった。 

開催日：令和7年11月20、21、22日  50名参加 

ニ 全国女性フォーラム 

  全国の女性経営者が集う全国女性フォーラム（北海道）へ参加し、税制、財政及び 

地域社会の健全な発展等法人会の目的を達成するための情報交換、意見交換並びに議 

論を行った。 

            開催日：令和7年9月18日     8名参加 

     

④ 地域企業の健全な発展に資する事業 

イ 青年経営者のための実務セミナー 

青年経営者を対象として、異業種交流を図るなど、地域企業の発展のためのセミナ 

ーを開催した。 

ロ ｅ－Ｔａｘ電子申告の普及・定着 

青年部会のｅ－Ｔａｘ推進協議会を継続し、年３回発行している広報誌「かつら川」

及び大月法人会ホームページにｅ－Ｔａｘ情報を掲載し、業務のデジタル化の実現に向

けて、キャッシュレス納付の推進、ダイレクト納付、納税証明書のオンライン請求等の

利便性を始め、申告に関する各種手続きがインターネットを利用して電子的に手続きが

行えるシステムを周知・広報に努めた。 

     

⑤ 地域社会への貢献を目的とする事業 

イ 福祉施設等の慰問 

女性部会コーラス部が中心となり福祉施設等の入所者及び利用者の慰問を実施した。 

慰問先等は下表のとおりである。 

  実施年月日 慰問施設名  内 容 寄贈物品等 

令和7年9月 3日  
都留市内福祉施設 

「回生荘」 

コーラス・フラダンス

ほか 

タオル30枚 

マスク50枚 

ロ 地域支援に関する寄附等 

青年部会・女性部会共同で８１千円を、都留市社会福祉協議会に寄付した。 

               寄 付 日：令和７年１２月８日 

    女性部会都留支部で４４千円を、都留市社会福祉協議会へ寄付した。 

寄 付 日：令和７年１２月８日 

    女性部会上野原支部で６３千円を、上野原市社会福祉協議会へ寄付した。 

寄 付 日：令和７年１２月８日 

ハ 健康情報・地域情報の発信 

年３回広報誌「かつら川」を発行するとともに、その内容をホームページにも掲載し、

健康情報及び地域情報を発信した。 

他掲載内容は下表のとおりである。 

掲載更新年月 健康情報 地域情報 

令和7年 5月 免疫力の高め方 第59回神社めぐり 都留市：小篠神社 



令和7年 9月 食事と健康 第60回神社めぐり  富士河口湖町：無戸室浅間神社 

令和8年 1月 食事と健康 第61回神社めぐり  大月市：稲村神社 

ニ 講演会・セミナーの開催  

地元地域の活性化等のため、経済、経営、健康などをテーマに講演会、セミナーを実施

した。実施状況は下表のとおりである。 

講演開催日 講 師 演 題 参加人数 

令和7年 4月22日 

女性部会特別研修会 

うめこフォト代

表 終活ｱﾄﾞﾊﾞｲ

ｻﾞ  ー池田智恵子 

「元気なうちに準備！終活の始

め方」～写真整理から始める人

生の振返りと生前整理の基本～ 

23名 

（内、会員外2名） 

令和7年 5月23日 

第14回定時総会 

特別講演会 

経済ジャーナリ

スト 渋谷 和宏 

「トランプ大統領就任後の日

本経済」～中小企業への影響～ 

135名 

（内、会員外10名） 

令和7年 10月 27日 

富士吉田・河口湖支部

合同セミナー 

日本科学技術ｼﾞ

ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ会議会

長 室山 哲也 

「宇宙開発戦争」～宇宙開発の

光と影を考える～ 

93名 

（内、会員外24名） 

令和8年 1月20日 

新春特別講演会 

大月税務署長 

松田 泰尚 
「国税今昔話」 

129名 

（内、会員外9名） 

令和8年2月6日 

上野原・大月・都留 

支部合同セミナー 

「脳の教習所」

教官/能力開発研

究家 吉野 邦昭 

脳のメカニズムを活用した

「100％伝わる」伝え方 

65名 

（内、会員外23名） 

ホ インターネットセミナーの配信 

上記講演会のほか会員サービスの向上や公益事業のツールとして、インターネットに

よる経営情報の取得やセミナーの受講が出来るネット配信のサービスを提供した。 

令和７年度１年間の累計ログイン回数1,311回、アクセス回数は8,170回（内非会員

のログイン回数124回、アクセス回数は656回）。 

へ 少年野球大会・少年野球教室の開催 

青年部会を中心に、地域のスポーツ振興と子どもたちの健全育成を目指して、地域少

年野球団を対象に野球大会及び野球教室を開催した。 

【野球大会】  実施年月日：令和７年１０月１２日 

実施場所名：忍野村立忍野中学校グランド 

参加チーム：南都留少年野球チーム ３チーム ５５名 

        協   力：南都留野球協会 

【野球教室】  実施年月日：令和７年１１月８日 

実施場所名：大月市立大月東小学校グランド 

参加チーム：大月市内少年野球団３チーム  選手ほか５２名 

        講   師：元プロ野球選手で野球解説者の野村弘樹氏 

ト 少年サッカー教室及びバスケットボールクリニックの開催 

    青年部会を中心に、地域のスポーツ振興と子どもたちの健全育成を目指して、県内

４単位会共催事業として、県内少年サッカーチーム及びミニバスケットボールチーム

を対象にサッカー教室、バスケットボールクリニックを開催した。 

【ﾊﾞｽｹｯﾄｸﾘﾆｯｸ】 実施年月日：令和７年７月６日 

実施場所名：敷島総合体育館 

参加チーム：県内ミニバスケットチーム １４チーム １４０名 

        協   力：山梨クインビーズ 

【少年ｻｯｶｰ教室】実施年月日：令和７年９月２０日 

実施場所名：JITリサイクルインクスタジアム 



参加チーム：県内少年サッカーチーム １０チーム １４４名 

        講   師：J2ヴァンフォーレ甲府 

 

（２）共益を目的とした事業 

① 会員の福利厚生等に関する事業 

イ 経営者大型保障制度の普及推進 

          ○保障制度の実績等については下表のとおりである。 

 会員数＊ R7/12末・加入社数 加入割合 前年同月加入割合 

大月法人会 1,496社  212社  14.2% 13.8% 

＊令和7年12月現在会員数である。 

○新規企業推進状況は下表のとおりである。 

新規目標   実績  達成率 

     8社    8社 100% 

ロ 受託各社の法人会福利厚生制度商品の内訳 

          ○大同生命保険（令和7年12月末）経営者大型保障制度           

 R7/12末 R6/12末 前年同月比 対前年比 

新契保障額 835百万円 1,480百万円 －645百万円 56.4％ 

          ○ＡＩＧ損害保険（令和7年12月末）ビジネスガード 

 R7/12末 R6/12末 前年同月比 対前年比 

加入法人数 210社 205社  5社 101.9% 

保険証総額 89,639千円 79,752千円 9,887千円 112.4% 

          ○アフラック（令和7年12月末）がん保険・医療保険・WAYS等制度 

 R7/12末 R6/12末 前年同月比 対前年比 

加入法人数    344社   348社   －4社 98.9% 

加入件数   1,197件  1,204件 －7件 99.4% 

保険証総額 110,852千円 107,676千円 3,176千円 103.0%  

 

② 会員相互の親睦・交流のための事業 

イ 会員の状況 

平成２４年度、公益社団法人へ移行したことに伴い、従来の会員を「正会員」「賛助

会員」及び「名誉会員」に区分した。 会員の状況については下表のとおりである。 

期首（令和7.4.1） 期中 

入会 

期中 

退会 

期末（令和8.3.31） 

稼働法人数 会員数 加入率 稼働法人数 会員数 加入率 

  

 4,141 

正 1,434   

36.5％ 

14 39   

4,136 

正 1,409   

36.1% 

 

賛 79 7 2 賛 84 

名 0 0 0 名 0 

計 1,513 21 41 計 1,493 

 

 

ロ 会員相互の交流会の状況 

会員相互の交流を図るため、親睦・交流会を開催した。開催状況は次のとおりである。 

【開催状況】  令和７年 ５月２３日 第１４回定時総会終了後の親睦・交流会 

令和７年１２月 １日 年末特別研修会終了後の親睦・交流会 

令和８年 １月２０日 新年賀詞交歓会終了後の親睦・交流会 

 その他各支部が総会・税務研修会終了後の親睦・交流会 

 

（注）正…正会員、賛…賛助会員、名…名誉会員 

 



ハ 部会員の状況 

青年部、女性部の部会員の状況は下表のとおりである。 

 

部会名 期首（令和7.4.1） 期中入会 期中退会 期末（令和8.3.31） 

青年部会 １５５ ６ ６ １５５ 

女性部会   ９５ ５ ６  ９４ 

二 部会の活動状況 

青年部会、女性部会の主な活動状況は下表のとおりである。 

青 年 部 会 女 性 部 会 

高校生の税に関する標語の募集 

少年野球大会・親子税金教室の実施 

女性部会との合同年末特別研修会の開催 

チャリティ収益金を地域社会福祉協議会へ寄付 

全国青年の集い（山梨大会）の準備・運営 

親睦ゴルフ会及び特別研修会の開催 

大月税務署との意見交換会の開催 

四単位会共催ｻｯｶｰ・ﾐﾆﾊﾞｽ教室・税金ｸｲｽﾞの実施 

少年野球教室の開催 

環富士山４法人会交流会への参加 

 

小学生の税に関する絵画コンクールの実施 

小学生に対する租税教室の開催 

青年部会との合同年末特別研修会の開催 

チャリティ収益金等を地域社会福祉協議会寄付 

福祉施設入所者等への慰問活動の実施 

日帰り税務研修会の実施 

全国女性フォーラム（北海道大会）への参加 

四単位会共催税に関する絵はがきｺﾝｸｰﾙの実施 

県連女連協交流会への参加 

新年賀詞交歓会でのコーラス披露 

支部又は支部合同の税務研修会の開催 

ホ 各支部の役員会・総会及び意見交換会等の開催状況 

各支部の役員会等の開催状況は下表のとおりである。 

支 部 名 
年度末 

会員数 

役員会・総会の開催状況 意見交換会等の開催状況 

年間開催回数 出席者数 年間開催回数 出席者数 

丹波山・小菅 13 0 0 0 0 

上野原 180 0 0 0 0 

大月 188 1 17 1 14 

都留 248 3 30 2 27 

道志 27 0 0 0 0 

西桂 29 1 8 1 8 

富士吉田6支部 415 2 45 2 30 

忍野 63 1 3 1 3 

山中湖 89 0 0 0 0 

河口湖 233 2 18 2 12 

その他 8 - - -  

 

へ 理事会、委員会等の内部会議の実施状況 

総会、理事会、委員会等の開催状況は下表のとおりである。 

          ○総会及び理事会等 

開催年月日 会 議 名 議 事 等 

令和7年4月17日 監査会 令和6年度理事の職務執行状況及び財産の状況監査 

令和7年4月24日 第1回正副会長会 令和7年度第1回理事会議事について 他 

令和7年4月24日 第1回理事会 
令和6年度事業報告及び収支決算報告承認の件 

並びに監査報告の件 他 



開催年月日 会 議 名 議 事 等 

令和7年5月23日 第14回定時総会 
令和6年度収支決算報告承認の件、並びに監査報告 

任期満了に伴う役員改選の件、令和 6 年度事業報告、

令和7年度計画・予算の件 他 

令和7年5月23日 第2回理事会 会長、副会長、専務理事及び常任理事選定の件 

顧問、相談役、理事相当、委員会委員推薦の件 

令和7年8月21日 第2回正副会長会 法人会全国大会、法人会館管理修繕、公益法人制度改

革、今後の事業予定について 他 

令和7年10月24日 第3回正副会長会 令和7年度第3回理事会議事について 他 

令和7年10月24日 第3回理事会 
関係民間団体長会会長感謝状被贈呈候補者の推薦の

件、代表理事・業務執行理事の職務執行状況報告 他 

令和8年1月6日 第4回正副会長会 
新年賀詞交歓会開催の件、健康経営委員会の件、 

全法連・県連功労者表彰候補者申請の件、専務理事の

退任とその後任人事の件 他 

令和8年3月25日 第5回正副会長会 令和7年度第4回理事会の議事について 他 

令和8年3月25日 第4回理事会 

理事2名選任、副会長、専務理事選定の件、令和8年

度事業計画案及び収支予算案の件、第15回定時総会の

件、代表理事・業務執行理事の職務執行状況報告 他 

 ○委員会 

委員会名 開催回数 委員会名 開催回数 委員会名 開催回数 

総務委員会 1回 厚生委員会 1回 広報委員会 3回 

組織委員会 1回 税制委員会 1回 研修委員会 1回 

ト 県連及び他団体との協議等の状況 

県連及び他団体等との会議、行事への参加状況は下表のとおりである。 

会議・行事名 開催回数   出席者数 備考備考      備  考 

県連役員会等 8回 延46名 定時総会、正副会長会、理事会、賀詞交歓会 他 

県連委員会 6回 延19名 総務・税制・研修・広報・組織・厚生委員会 

女連協会議 2回 延21名 役員会、交流会 他 

青連協会議 7回 延80名 役員会、青年の集い山梨実行委員会 環富士山他 

関係民間団体長会 11回 延77名 役員会、団体役員意見交換会、納税表彰式 他 

国税局と意見交換会 1回 4名 東京国税局幹部との意見交換会 

県連専務理事事務局長会 3回 延3名 全国県連専務理事会議報告について 他 

県連事務局職員研修会 1回 3名 SNSの活用研修会、交流会 

全法連委員会等 4回 延4名 広報委員会2、事務局セミナー、税制セミナー 

税理士会（県会、大月） 4回 延4名 定期総会、賀詞交歓会 

リニア建設促進協議会 1回 2名 定時総会 

チ 新しい公益法人制度への対応 

令和７年４月改正施行された公益法人法への対応として、ガバナンスの更なる充実に向け

て、外部理事と外部監事を導入した。 

 

令和７年度事業報告の附属明細書 

     事業報告書の附属明細について 

     「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定する附属明細書は、

「補足する重要な事項」がありませんので、作成しておりません。 


